
    

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

  

 

 

 
 

 

  

  

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

                                            NO.５５ 

                                  ５月号 
平成２４年度 市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）

 

『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  
〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 
http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

  
 
  
  

 新年度の準備やオリエンテーションが一段落し、図書館ではたくさんの子どもたちが様々な分野の図

書を手に、学習に取り組んでいることと思います。 
 さて、平成２３年度末に行った「学校図書館調査」の集計結果が出ました。これらの結果を踏まえな

がら、今年度も学校図書館チェックリストをもとに、よりよい学校図書館の運営を目指して、環境整備

等を行ってください。 
１ 活用単元数 … 小・中学校合計 ３，０９５単元（平成１４年の集計開始以来初めて３，０００

単元を突破） 
２ 活用時間数 … 小・中・特別支援学校高等部合計 ４３，２８４時間 
３ 物流図書数 … ７１回 合計 ６３，７８４冊（昨年度より約８，０００冊増加） 
４ 学校図書館チェックリスト及び読書コミュニティについて 
  チェックリスト・読書コミュニティの調査からは、半数近くの学校で教職員向けの図書館だよりを 
発行していることや、視聴覚資料の購入が少ない現状（予算的な理由による）、読書イベント（祭り、

講演会）の内容、読書ボランティアについて具体的な情報を得ることが出来ました。 
 チェックリストで「いいえ」に該当した項目については、校内図書館部会等で検討 
して、より使いやすい図書館になるようにしていきましょう。 
 また、今年も読書イベントについての情報をお寄せ下さい。他校の情報が知りたい 
場合も、教育センターまでお問い合わせください。 

 今年度の夏の研修（８／２４）は、昨年度に引き続き「ワークショップ」と 
「講演会」の２本立てを予定しております。 
 午前の部は、文学プラザ・TRC（図書流通センター）・キハラ（図書館用品会社）・ 
学校司書の方々を講師に、ワークショップを開催します。 
文学プラザ： 市川市の民話等について 
T R C： TOOLi－S（ツールアイエス＝学校向けインターネットサービス）の利用の仕方について

キ ハ ラ： 基本的な本の修理の仕方（講師の試演を見ながらの講義形式）について 
学校司書：  アニマシオン・ブックトーク・図書館掲示等について 
 午後の部は、玉川大学の河西由美子先生をお招きして、グリーンスタジオでの講義形式と研修室等で 
のグループ学習形式の２つの内容で、「授業での学校図書館の活用の仕方等」について研修を行います。

      詳細については、６月にお知らせしますので、そちらをご参照ください。 
       幼稚園のネットワーク担当者は午後からの参加となりますが、午前中の部にも参加を希望

される場合は、教育センターまでご連絡ください。 

特別支援学級「美術」の授業支援を行っています。図書資料を活用した造形活動、ストーリーを考え

ながらの絵本制作など、みんなとても楽しそうです。 
出版社で本の編集やデザイン、その後、絵画造形指導を行っ 

てきた今までの経験が、少しでも学校図書館員としての仕事に生 
かされればと思っています。 
まずは得意分野から始めようと考え、「奇麗で美しい図書館」 

「温かい図書館」「落ち着ける図書館」を目標に、季節に応じた 
装飾を工夫し、ひとりでも多くの生徒が図書館に通うような雰 
囲気作りを心掛けています。 

市川市立第八中学校 学校図書館員 荻原身知子 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 

『市川の文学 散文編』が、文学プラザから刊行されました。 

市川市ゆかりの作家が市川を描いた、小説、随筆、児童文学などを分かりやすく紹介した本です。

幸田文、永井荷風、水木洋子、国松俊英、香山美子、さだまさし、星野道夫など、約６０名の４５０

編あまりの作品を収めています。先に出版された『市川の文学』『市川の文学 詩歌編』と併せて、市

川市についての調べ学習に活用できます。 

『下総国戸籍』『市史研究いちかわ第３号』が、映像文化センターから刊行されました。 

市川市で進めている「市史編さん事業」の成果をまとめた本です。『下総国戸籍』は、正倉院に遺

されていた戸籍史料を、カラーで翻刻した調査報告書です。奈良時代の市川周辺に、どんな名前の人

がどのように暮らしていたのかが分かります。『市史研究いちかわ第３号』には、戸籍に関する論文

や、行徳の歴史、江戸川に住む昆虫などについての論文が収められています。 

※ 『市川の文学 散文編』は小・中学校、市史関連図書は中学校へ、４/２５のネットワーク便で配

付しました。授業等で有効にご活用ください。 

 

文学プラザより


